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一般社団法人日本女性薬剤師会

会長 近藤 由利子

 日本女性薬剤師会会員の皆様に

は、本会事業へのご理解、ご協力

に感謝いたします。

 超高齢化社会への国策が次々と

打ち出され、地域包括ケアシステ

ムはもとより、あらゆるところで、

薬剤師の職能が問われるようにな

りました。

 本会では、学術活動を基本とし

て、女性の視点を活かして、様々

な事業を展開しております。学術

講演会、通信講座、移動セミナー

等を通して、認定薬剤師の資格取

得も有利となり、多くの会員の皆

様に本会事業にご参加いただいて

おります。

　症候論をいち早く通信講座に取り入れ、

昨年発刊しました「症候別アプロー

チ」は、かかりつけ薬剤師として

「健康サポート薬局」推進に大い

に貢献できるものと思います。

　昭和41年 4月に、故秋島ミヨ

初代会長を中心とした多くの先達

熱い思いと血の滲むような努力に

よって設立された本会は、平成

20年 12月、ついに長年の悲願で

あった一般社団法人となり、昨年

創立50周年を迎えました。

　この大きな節目に、希望ある

女性薬剤師の将来を見据えて、

「日本女性薬剤師会５０年史」

の発刊に向けて、作業を進め

ております。

　今後益々、厳しさを増す医療

業界の中で、日本女性薬剤師会

は女性薬剤師が、ジェネラリ

ストとして見識のスキルアッ

プに努め、誇りと使命感を

もって、社会に貢献していけ

るよう支援していきたいと思

います。

れ

　昭和 52 年入会し、入会当初から 38 年間役
員を務めている。この間、熊本県女性薬剤師
会の総務担当副会長として会員の拡大、組織
の確立、会の運営・会議の開催及び研修会開
催など会の活動を支えてきた。日本女性薬剤
師会の通信教育講座を会員に広く浸透させ、
会員の生涯教育の発展に大いに貢献してい
る。熊本県薬剤師会では、永年監事や薬用植
物委員会委員等々各種委員を務めた。「くま
もとの身近な薬草」小冊子を編集し、県薬剤
師会会員の勉学資料となっている。会員への
貢献と共に、公民館などで一般市民への薬用
植物の啓蒙を行っている。熊本漢方研究会を
主催し、漢方教育にも尽力している。県民の
健康志向を高めるための、市民講座を開催し
ている。女性薬剤師会として他団体とも協力
し、最も信頼できる組織として活動してきた。
熊本県女性薬剤師会の設立・歴史などに、前
会長・現会長を支え尽力してきた。　　　　

拡大する健康格差社会
     ―健康増進のために何ができるかー

日時：平成 29 年 6 月 25 日（日）　9：15 ～ 16：00

参加費：7,000 円 薬学生無料 ( 要学生証・テキスト代別途 1,620 円税込 )
                          （6/1 以降の申し込みは 8,000 円となります）

会場：国際ファッションセンター (KFC ビル )3F 東京都墨田区横綱 1-6-1

対象：全国の薬剤師・薬学生 取得単位 :日本女性薬剤師会認定単位 (G16)4 単位

主催：一般財団法人日本女性薬剤師会　後援：一般社団法人日本病院薬剤師会

申込方法:会員・各県女役まで　非会員:当会事務局まで03-3621-0489

平成２８年度功労賞受賞者

八十島由利子先生（66歳）熊本県

小口美知子先生（67歳）長野県

最近の医療行政について

患者のそばですぐ検査を！

長生きは「唾液」で決まる

健康格差社会における薬剤師の役割

厚生労働省 大臣官房審議官　森 和彦 先生

  日本大学歯学部摂食機能療法学講座 教授　植田 耕一郎先生

  千葉大学予防医学センター　

       国際医療福祉大学　臨床検査部　 下澤達雄先生講　

演

近藤芳子

平成28年度　一般社団法人日本女性薬剤師会　重点推進事項

　

　2025年をメドとした地域包括ケア構築にむけて、薬局・薬剤

師は、予防から介護までの広い視点と対応力を備え、地域社会、

多職種とのつながりを持つこと。薬剤師が地域包括ケアの一員

として貢献するためには、服用歴の一元的・継続的管理、在宅

医療、服薬状況やその効果・副作用の継続的モニタリングがある。

疾患発症前の一次予防や、高齢者でリスクが高まる体重減少や

低栄養（フレイル）予防に関わっていくも必要である。加えて「薬

剤師による高齢者薬物療法ガイドライン2015の活用」他日本老

年医学会、日本老年薬学会、文献検索・事例収集などにより、

薬局薬剤師に関する指針を作成する。

　2016年度、厚生労働省は健康サポート薬局の制度を制定した。

地域包括ケアシステムにおける薬局薬剤師の役割の一つに、疾

病予防とセルフメディケーションへの貢献がある。ライフバラ

ンス薬局では、症候別アプローチを踏まえ、薬（薬剤・ＯＴＣ）、

栄養（スマイルケア食及び病者用食）、検査（検体測定室）３本

柱を中心に、地域住民の健康をサポートする努力をし、本来あ

るべき薬剤師の姿を目指している。本事業は東京都女性薬剤師

会の事業であり、日本女性薬剤師会も協力する。薬局薬剤師の

本来の姿を目指す目的で、第一段階の講演会を１２月１８日に

開き、本会会員に啓発活動を行う。

1.　G16 認定薬剤師数及び小論文投稿者数

　厚生労働省は「患者のための薬局ビジョン」の推進のた
めに、健康サポート薬局・かかりつけ薬剤師」制度を導入
した。「かかりつけ薬剤師」になる必要条件の中に「薬剤師
認定制度機構 (G)」取得がある。それ故か、当会の G16 認定
薬剤師数及び小論文投稿者数も増加している。

生涯学習の継続を支援するために、今後とも基礎知識から
最新のトピックスまで幅広く内容を充実化させていきます。

2.　第 19 回認定薬剤師認証研修機関協議会報告

　2017 年 2 月 11 日 ( 土・祝 )に G17 日本大学薬学部の担当
で開催された。報告事項・協議事項及び厚生労働省　医薬・
衛生局総務課　医薬情報室長　紀平哲也先生の講演「薬剤
師教育の将来について」がありました。
　前回 (Ｇ16 担当 )の検討事項であった「JPALS 研修コード」
の当協議会プロバイダー開催研修会への付与に関する要請
を日本薬剤師会・山本信夫会長に申し入れた。日薬でも検
討を行っており、今後、当協議会役員及び薬剤師認定制度
認証機構　吉田武美代表理事と実務的な協議を重ねていく
ことが報告された。
今回の検討議事項で重要な項目は、e-learning が各プロバイ
ダーにより実施されているが、取得単位及び時間等について
の薬剤師認定制度認証機構（CPC）による明文化はされてい
ない。今後増える傾向にあるため、まず機構に明文化を要請
し、当協議会の基本方針を検討するべきではないかとのこと
で次回の継続審議となった。

　次回開催：　8月 26 日（土）
　担当　Ｐ03 日本在宅薬学会　於　AP 大阪梅田東　

　国は、医療費削減のためにセルフメディケーションを推

進しています。薬剤師は、薬局の店頭で聴き取った患者の

背景からトリアージを行い、一般薬の販売を行うか、医療

機関への受診勧奨を行うか、的確な判断を求められていま

す。そのためには、あらゆる疾患の特徴と医薬品に対する

正しい知識が必要です。

　このたび、日本女性薬剤師会が発刊した『症候別アプロー

チ』は、薬局の窓口での患者さんから相談に即応するために、

イラスト・フローチャートで的確に判断できるように工夫

されたものです。聖マリアンナ医科大学　臨床検査学講座

　教授　信岡祐彦先生に薬剤師継続講座学習通信講座の『症

候別アプローチ』として 3年間にわたりご執筆頂いたもの

をコンパクトにまとめなおし、信岡先生に監修していただ

いたものです。

2016年度　生涯教育研修センター報告

展　示：薬局で扱える健さ機器　展示・体験
ポスター発表：『ポスターで広げよう　
                        女性薬剤師会のネットワーク』

学術
講演会

社会予防医学研究部門教授　近藤克則先生

療

小口美小

　昭和 51 年入会し、平成 13 年から 17 年、長
野県女性薬剤師会副会長を、平成 17 年から
21 年、長野県女性薬剤師会会長を務めた。長
年に亘り、長野県薬剤師会の常務理事や各種
委員会委員を務め、薬剤師職能の向上と女性
薬剤師の地位向上に努めた。
　岡谷市立病院薬剤科長時代には、院外処方
箋発行時に病院と調剤薬局のパイプ役として
活躍し、支障なく移行できた功績は大きい。
平成 19 年 9 月、第 5 回日女薬移動セミナーで
は、先頭に立って準備を行い、300 人余の参
加者を得て盛大に開催した。このセミナーを
きっかけとして、薬剤師の在宅訪問にいち早
く取り組み、北陸信越学術大会でその成果を
発表した。未就業薬剤師の掘り起し事業に取
り組み、「お助けマップ」作りを積極的に進
めた。長野県女性薬主催の公開講座の開催や、
長野県男女共同参画県民会議のフォーラムや
地域集会への参加により、地域住民への薬剤
師職能の PR に大きく貢献した。スポーツ
ファーマしストとして、アンチドーピングに
薬剤師としての活動に取り組んでいる。

日本女性薬剤師会感謝状贈呈者　　
興津潤子（埼玉）85 歳
松本匠子（宮城）78 歳

「災害時薬剤師必携マニュアル」「災害時薬剤師必携マニュアル～

初動３日に何ができるか～」と同じサイズのポケット版第３段で

す。仕事中白衣のポケットに入れて、いつでも取り出して見れる

優れものです。一般薬販売のみならず、投薬窓口で患者さんの訴

えを的確に把握できる指針で

す。是非お買い求めいただき、

かかりつけ薬剤師、健康サ

ポート薬局に挑戦してみませ

んか？各県女もしくは日本女

性薬剤師会に申し込みお願い

します。

症候別アプローチ

一般社団法人日本女性薬剤師会創立５０周年記念祝賀会

開催日：平成29年 6月 24日（土）（開催予定時間　17：00～）

　

会　場：目黒 雅叙園（はとバスで）

　☆　社員総会終了後の全国会員交流会を祝賀会とします。

　☆　時間等詳細は後日決定次第、お知らせします。

（28年 6月 18日日女薬総会資料より抜粋）

１.地域包括ケアシステムにおける医療安全等と薬剤師の役割

２.真のかかりつけ薬剤師を目指して　

３.薬学教育における改訂コアカリキュラム実務実習 
   （平成 31 年開始）が対象とする癌をはじめとする
疾患に関する　「 薬剤師継続学習通信講座」テキストの
見直しをする

４.認知症地域医療支援事業　

５.平成２８年度高齢者の低栄養防止・重症化予防
                                                            などの推進事業について

（平成２８年度社員総会承認）

　日女薬平成２８年度学術講演会テキスト参考にし、講師、ワー
クショップ企画など、日女薬としての研修を実施する。

　平成28年度から地域医療介護総合確保基金を用いて行われ、

認知症薬やその服薬管理に精通した薬剤師や認知症サポート医

の協力の下、研修受講者募集にあたっては、都道府県薬剤師会

や関連団体の協力を得て実施するも

のとされている。日女薬も標準的カ

リキュラムを用いて、基礎的な認知

症対応力を身につける内容を参考

に、日女薬も会員の地域の実情や受

講者のニ―ズに応じて研修を企画・

実施することを考えている。（巻頭書き抜粋）



　 回 移動セミナー14 Move seminars★★★★★★★★★★★★★★★

第１５回日本女性薬剤師会全国移動セミナー in福島

第１４回移動セミナープログラム

第

青森県女性薬剤師会会長　金田一成子

28平成 活動報告一般社団法人東京都女性薬剤師会
研修会開催報告

シリーズ１ シリーズ２
食品とくすり 他職種連携（チームで支える）

平成 29

第14回   日本女性薬剤師会全国移動セミナー in青森

保健・医療・福祉の架け橋になろう、そして在宅医療・在宅介護への対応
～多職種との連携による地域包括ケア体制の中で地域医療提供施設としても役割～

≪セミナー≫　　　地域包括ケアとチーム医療の実践　　　　　　　　　　　　　　　　　　

□　特別講演「チーム医療・連携の本質」

医療教育団体ＭＥＤＩＰＲＯ！創業者代表・メディカルアートディレクター

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　佐藤　和弘　先生

午後の部　共催：公益財団法人　在宅医療助成　勇美記念財団

シンポジウム　「あなたも在宅チームの一員」　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　座長　木村　隆次　　金田一　成子

□　訪問介護による服薬管理について

　　　　青森介護サービス　統括事業部　　　　部長　　大場　匡人先生

□　訪問看護師との連携

　　　　　　訪問看護ステーションえがお　　　　所長　　南　輝美先生

□　あなたも在宅チームの一員～在宅医療における薬剤師の存在～

　　　　　　　北畠外科胃腸科医院　　　　　　院長　　北畠　滋郎先生

□　知っておきたい嚥下障害の知識

　　　　　あこう歯科医院　　　　　　　　　　院長　　赤穂　和広先生

□　在宅介護における薬剤師との連携と効果

　　　　　　特別養護老人ホーム　緑青園  　　施設長　成田　和博先生

【事例報告】

15：30～15：50　在宅での外用療法の実践～褥瘡チーム結成～

あおもり健康企画　大野あけぼの薬局　代表取締役社長　　西村　美和　先生

日時：平成 29年 9月 17日（日）　10：00～ 16：30

会場：郡山ビューホテルアネックス

主催：一般社団法人日本女性薬剤師会・福島県女性薬剤師会

後援：一般社団法人福島県薬剤師会

内容：（仮）

テーマ：保健・医療・福祉の架け橋になろう、そして在宅医療・在宅介護への対応
　～多職種との連携による地域包括ケア体制の中で地域医療提供施設としての役割～

『ほんとうの空は、自らの手で！』
～震災から医療・介護のあり方を学ぶ～

・放射線災害のために遊べなかった子どもの体と心のケア
・避難所から仮設住宅・帰町までの医師と薬剤師の関わりと今後
・避難区域等おｎ今後の医療・介護・街つくりに薬剤師はどうかかるか
・薬剤師が正しい放射線知識を習得し、県民に正しく伝えるために

放射線ファーマシスト育成事業と今後の方向性について

学習スケジュール ４月開講 １年間に８冊を学習 ※発送月は目安です

第1回 不安障害『不安神経症』・パニック障害 精神神経用薬の使い方
第2回 脊椎管狭窄症と椎間板ヘルニア 痛みの治療
第3回 消化性潰瘍（胃・十二指腸潰瘍）ピロリ菌除菌を含む 
第 4回 OTC医薬品の知識
第5回 婦人科がん 卵巣がん・子宮がん・子宮頸がん
第6回 吸入薬と点鼻薬 目的と使い方　－患者指導のために－
第7回 小児の発熱・けいれん くすりの使い方・のませ方
第8回 加齢に伴う身体の変化（２）低栄養とフレイル・サルコペニア

（健康食品・サプリメント）セルフメディケーション推進とサポート薬局

かかりつけ薬剤師と薬局でのトリアージ

　平成28年12月18日（日）東京都女性薬剤師会は、体験型実習講座を開催しました。
　かかりつけ薬剤師、サポート薬局など薬剤師を取り巻く状況は大きく変化し
ています。薬局でのセルフメディケーション応援のためのOTC医薬品の知
識について、日本大学薬学部薬事管理学　専任講師　泉澤 惠 先生
のお話を伺いました。高齢者体験や車いすや介護用ベッドなどを用い
た高齢者への介助に、参加した受講生は真剣に取り組みました。　続い
て、体験型実習講座として、『くらしの保健室かなで（東京都江戸川区）』

　福田英二先生とお仲間の先生方にご指導いただき、在宅医療で役に立つフレイル・サルコペニア予防として、高齢者に特有
な姿勢や立ち上がり、歩き方の体験を行いました。介護ベッドでの介助の体験や指輪っかでわかるサルコペニアなど、在宅訪
問を行う薬剤師として知っておくと役に立つ経験でした。高齢者体験や車いすや介護用ベッドなどを用いた高齢者への介助
に、参加した受講生は真剣に取り組みました。
最後に、向島歯科医師会　おおくぼ歯科医院　大久保 勝久 先生ご指導いただき、『嚥下障害を確認してみよう』と題して、
聴診器を用い、呑み込みの音を聴いてみました。日頃、薬局窓口以外で患者と接することの少ない薬剤師としては、在宅訪問
時の患者とのコミュニケーションを取るひとつの方法としてよい経験になりました。

－在宅医療サポートのための
体験型実習と症候別アプローチ講習－

一般東京
都

熊本地震義援金のお礼と報告 熊本県女性薬剤師会　会長　西　玲子
謹啓
　この度は各県女性薬剤師会の皆さまからのあたたかい義援金を頂戴いたしましてありがとうございました。
　８か月を経過し見た目にはかなり復興したかに見えますが時間とともに私たちのしらないところでの被災状況も見え聞き地
震の範囲の広さ被害の甚大さを改めて認識している状況です。
　幸い薬剤師は毎日の業務に追われて嘆いている暇はなく自宅の解体・復興をやりながら自分の業務に邁進し仕事中だけでも
悲惨さを忘れることができます。仕事を失った方も多勢いる中薬剤師はどこでも人手不足で老体に鞭打って頑張っております
のでありがたいことだと思います。全国各地の皆さまの温かいお気持ちがいかに私たちを励ましてくれたことか心から感謝申
し上げます。私たちは泣かずに前に進むことができました。どうぞ皆々様へよろしくお伝えくださいませ。
皆さまお大事にお過ごしくださいませ。 謹白

お城にこもる心 熊本市中央区  古庄旨子

　いま私の座右には、私が描いたお城のスケッチが立てかけてあります。この絵は古

くて拙いけれど、断捨離には耐えられないドラマがあります。

　熊本城の本丸が再建された昭和35年ごろから、楠若葉のお城で親子スケッチ大

会が開催されていました。小学生の子供と参加した折、まぐれで、親の部で入

選してしまいました。入選作品は絶対手元に戻らないと聞いていたその絵が、

20年程経た頃、手元に帰ってきました。（子供の担任の先生が関係の倉庫

で奇跡にも目についたと・・）思いもかけぬ再会を喜び、眺めた後いつの間に

か仕舞い込んでいました。その絵が震災の散乱の中で出てきました。未だに渦

中にある震災とその後の余震で日に日に崩れるお城を目にします。この絵は崩

れかけたお城との出会いのように思えました。折から、城の甦りの声が立ち上

がると県民の元気が出たのに、また感涙しました。

この絵についてもそうですが、被災品を処分することになると、それぞれの思いの籠りかたが老若で全く違います。けんかになったり

また我慢してストレスが溜まります。ただ還暦をこえた子供達の友人が、今でも親身に手伝ってくれる事など、涙が出ます。ともあ

れ、戦争・戦後・水害・平和に酔う等々波乱万丈の時代を生きて来た昭和一桁族の最後の試練でした。万事に対して、それぞれの人生

観・価値観で生きているけれども、万人に共通の「こころ」が生きている事をお城の絵を傍らに感激もしている毎日です。

「薬局を地域に密着した健康情報拠点として、一般用医薬品等の適正
な使用に関する助言や健康に関する相談、情報提供を行う等、セルフ
メディケーションの推進のために薬局・薬剤師の活用を推進する」と
いう「日本再興戦略」により、薬剤師に期待されるところは大きくなっ
ています。地域ケアシステムに対応した『かかりつけ薬剤師』『健康
サポート薬局』の運営にも、予防から介護までの幅広い視点と対応力
を持ち備えるために、本講座の受講をお勧めします。
また、復職支援のためにも活用していただきたいと思います。

ジェネラリストかかりつけ薬剤師を目指します！！
年度 薬剤師継続学習通信教育講座

　地域包括ケアとチーム医療の実践」をテーマとし今回のセミナーを開

催した。北海道から沖縄まで全国から女性薬剤師会会員（男性賛助会員

も含む）が県外から６０名、来賓、講師を含め約１２０名が参加した。

来賓の皆様も、開会式終了後も退席せずに、引き続きセミナーに参加し

てくれた。（藤井参議院議員は北信越ブロック大会に移動のため退席）

地域ケア会議を意識し、見知らぬ人とコミュニケーションをとることを

目的とし、座席は６名１グループとし、席も各自くじ引きで決めても

らった。あいさつでも述べさせてもらったが、席についたときか

らすでにセミナーは始まっており、今回の参加型という形式で新

しい取り組みを行ったが、参加者からは高い評価をいただいた。

午前の部は、講演とグループ討議を交えながら休憩を挟んでからは「地

域包括ケアはどうしたら進むのか」グループで討議しプロダクトを作成

した。今回は、プロダクトの完成度が問題ではなく、物事の考え方や議

論の進め方を講義を受けて実践していく研修のため、各グループがどの

ようなプロダクトを作ったのかは把握していない。しかし主催者として

は、プロダクトを集めればよかったと反省している。

　勇美記念財団と共催とさせていただいた午後の部は、５名のシンポジ

ストが講演の中で話された「薬剤師へ望むこと」についていくつかピッ

クアップしてグループ討議をし、解決策等を発表し意見交換をおこなっ

た。シンポジストの講演時間が長引いたため、短い時間の討議になって

しまったのはやや残念であったが、それでもフロアでの意見交換は有意

義なものであった。

盛りだくさんの内容であったが、参加者か

らは、おおむね好評で、その後の行動につ

ながっている事例もあり、このセミナーが実

践として役立っていることを実感している。

前日には、オプション研修として青森県薬

剤師会会営薬局の無菌調剤室・安全キャビ

ネット共同利用の見学と実習、青森県薬剤

師会衛生検査センターの見学を実施し、県

外から６名の参加があった。セミナー終了

後は交流会を開催し７０名が参加し大いに盛り上がった。

充実したセミナーを開催することができ、参加された皆様方と関係者

にお礼を申し上げます。

　最後に、このセミナーを開催するにあたり、公益社団法人　在宅

医療助成　勇美記念財団より、多大なるご支援を賜りましたことに

対して心より感謝申し上げます。

副会長　小縣悦子


